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愚の骨頂 続
うさぎとマツコの
往復書簡
 
中村うさぎ (著）
毎日新聞社
914.6 /ﾅ 

心理学でわかる
ひとの
性格・感情辞典

渋谷昌三(監修)
朝日新聞出版

141.9 /ｼ 

100万回死んだねこ 
覚え違いタイトル集

福井県立図書館(編著)
講談社
015.2 /ﾌ 

「上手な説明」の
基本とコツ
鶴野充茂(著)
学研パブリッシング 
336.4 /ﾂ 

打ち合わせやプレゼン、メールなど
の様々な人に上手く説明するための
方法について書かれている本です。
スタッフはその中で上手く人に説明
するための方法の一つとして説明をし
ながら聞き手の反応をみるという部分
での目や口などの聞き手の反応の4つ
のチェックポイントの部分やメールの
書き方の部分で初めて知りまして参考
になりました。

妻が口を
きいてくれません
野原広子（著）
集英社
726.1 /ﾉ 

夫婦関係について、夫の方から見た

視点と妻の方から見た視点などについ
て漫画でわかりやすく書かれている本
です。スタッフは平凡ながらごく平和に
暮らしていると思っていた夫が、なぜ妻
が口をきいてくれなくなったのか、そし
てこの夫婦関係はどうなっていくのだろ
うかについて気になりながら本を自然
と読み進めていました。夫婦関係の問
題について考えさせられる一冊です。

黄金言葉

仲村優子(編著)
琉球新報社
K 388.8 /ﾅ 

一緒にいると
楽しい人、疲れる人
有川真由美(著)
PHP研究所
361.4 /ｱ 

僕の人生には

事件が起きない
 
岩井勇気
新潮社
779.1 /ｲ 

この本では、図書館の業務の一つで
あるレファレンスサービスの中で利用
者がこれまで覚え間違えた本のタイト
ル集を掲載している福井県立図書館
の中で厳選した90件の覚え違いのタイ
トルや本の紹介、司書の仕事などにつ
いて書かれている本です。本の内容が
とても面白くスタッフは利用者がどのよ
うな本を借りたかったのか予想しなが
ら読み進めていました。図書館と本に
ついて楽しみながら読み進められる一
冊でオススメです。

昔から沖縄にあることわざである黄
金言葉（くがにくとぅば）について書か
れており、ことわざだけではなくことわ
ざの意味やどういった場面で使われる
ことわざなのかなどを分かりやすく解
説しています。この本を読んでみまし
て、初めて知るウチナーグチやことわ
ざが多くことわざの深い意味やウチ
ナーグチの意味について勉強になりま
した。言葉の意味について考えさせら
れる一冊となっています。

この本では、一緒にとると楽しい人
の特徴や反対に疲れる人の特徴につ
いてまとめてあり、一緒にいると楽しい
人になる方法や疲れる人に関わる際
の対処法について書かれている本で
す。スタッフはこの本の中で会話が途
切れたときに役立つ合言葉である
「て・き・に・ち・か・し」というものや贈り
物のレスポンスは「ちゃんと」するより
「すぐに」しようといった部分について
印象に残っています。人間関係につい
て考えさせられる一冊です。

作家として活躍する中村うさぎさんと
エッセイスト、コラムニストとして多くのテ
レビ番組に出演されているマツコ・デ
ラックスさんが週刊誌である「サンデー
毎日」で往復書簡という形で連載された
内容をまとめた本である『うさぎとマツコ
の往復書簡』の第2弾となる本です。今
回はメディアや東日本大震災、AKB48な

どについての考えを本音でお互いに語
り合っている本です。中村うさぎさんとマ
ツコさんの忖度なしの様々な話題につ
いての考え方が面白かったです。

性格・感情についてや人の性格・感情
辞典、心理学でわかる人との付き合い
方などについて書かれています。人の
性格・感情辞典のところでは、性格・感
情の意味や類義語、対義語について分
かりやすく書かれています。スタッフがこ
の本を読んで印象的だったのが、一般
的に良い意味、悪い意味で見られること
がある性格・感情が一般的な良い意味、
悪い意味がありながらも実は別の側面
で見ることができたことでした。性格・感
情には二面性があることや言葉の深さ
に改めて気づかされる一冊です。

テレビやラジオ、ライブなどで活躍され
ているお笑いコンビ「ハライチ」の岩井勇
気さんが日常生活をする中で思ったこと、
そして相方である澤部佑さんについて
書かれている本です。スタッフはこの本
の中で特に岩井勇気さんの現代アート
に対する考え方や麻雀の話、そして本
の最後のおわりにの部分がとても興味
深く印象に残っています。「このような考
え方もあるのか」と楽しく読ませていただ
いた一冊です。
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